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英
猢
銀
行
制
度
の
比
較
研
究 

第

三

鹎

五

〇

で
あ
ら

う

。
.
，

他
方

.英
國
の
預
金
銀
行
も
；亦
以
上
の
雛
論
に
：刺
戟
せ

.
0
れ
て
兼
營
銀

#

ド，な
る 

こ

V」

は
な
い
で

*

ら
う

0

此
點
に
於
て
英
國
鈒
：狩
の
權
威

Sir 

D
r
u

日
日o

n
d

 F
r
a
s
e
r

が
最

5

に
银 

行
に
與
へ
た
定
義
は
此
際
特
に
注
意
す
可
き
：も
の
で
あ
：る
。
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英
國
銀
行
は
飽
ぐ
ま
で
非
祉
會
的
利
，

&

的
預
金
銀
行

V
J

し
て
止
ま
う
、

L
i
q
u
i
d
i
t
y

の 

爲
め
に
凡
て
を
：犠
牲
に
供
す
る
で

あ

ら

う

。

而
し
て
此
の
機

#:
，
に
對
す
る
方
策
マ

」

し
て
は
會 

-
e

过

0

改
疋
取
弓
所
に

^

す
る
干
涉
等
の
別
個
の
方
两
か
ら
之
に

_

む
：も
の
で
あ
る

i

考
へ 

ら
れ
る

0

而
し
て
此
方
面
に
對
す
る
政
策
は
最
近
脒
に
表
丽
に
現
は
れ
て
來
て
ゐ
る
や
う
.で

あ

る

。 
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端
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時

代

の
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ル

へ
ル
ム
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o
,ワ

ィ

ト

リ

ン

I

f
ッ
ィ
ト
リ
ン
グ
硏
Is』

の 

一
©

i_

新

マ
ル
ク
ス

P
ラ
タ
サ
v
:0
f

r-
較
ぶ
れ
ぱ
、
糊
逸
社#
述
勋
の
先
離
者
キ
ル
へJl
^
x
•ク
イ
ト
リ
ソ
グ
の
名
は
餘
り|-
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
今
兄
し 

て
彼
の
思
S

や
で
S

。
挺
し
て
正
常
で
わ
ら
ぅ
かo
成
程
彼
の
思
想
は
プ
ロ
レ
タv
rの
階
級
細
爭1:
疋
常
な
る5

示
S

*か
出
來
な
か
つ 

た
か
し
如
れ
な
い
。
し
か
し
近
世
獨
逸
社
會
虫
義
連
動
の
ロ
.火
4>
切
つ
た
の
は
贺1
1彼
で
は
打
か
つ
た
か0
间
ょ
り
共
鹿
虫a
的

负
4
有
f
.る
個
. 

々
の
散
逸
せ
る
双
想
は
彼̂
歧
れ
つ
し
て
旣U
獨
逸
|:
作
在
し
/:
。
し
か
し
乍
ら
何
等̂
際
的
述
fl
v
J打
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
心
，如
扼
へ/-
L
の 

は
な
力
つ
?:
u 
口
取
や
敦
执|-
:
俠
る
宵
.俾
、
プ
d
レ
ク
リ
ア
の
紺
織
卩
侬
て
人
類
社
會
珙
活
の
上
U
、
共
鹿
主
a
思
想
^
:̂
現
せ

し
n
l^'
の 

系
統
的
述
勋
は
放
！i
yイ
ト
リ
ン
グ
：！
始
ま
る
む
の
で
わ
る
。
佝
又
彼
の
北
ハ
產
虫
義
恐
想
は
幾
多
荒
版
隗
腐
の
’袈
聚
^
创
食
し
て
は
ゐ
る
が
ぞ
れ
が 

た
め
總
て
が
緦
て
ら
る
可
さ
t
の
で
は
な
い
。
维
考
は
此
意
味
|;
於
，い
<
久
.し
<(
;
穸
ィ
K 

yゾ
グ
|>
興
味
.
持̂
つ
も
の
で
あ
る
。
,

.

ォ
榀
は
節
者
の
.

「

タ
イ
ト
V X

V

硏
究
し
の
一
部
^
成
す
t
の
で
あ
つ
て
、
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<
四
〇
年
！
四
四
ハ
平
迄
..の.彼
の
斗
；沽
-
換
首
マ
れ
ぱ
彼
の
最
も
活
動
. 

的
'
 
從
て
最
も
蠶
の
時
考
め
つ
I

西
に
於
け
.4

の
社
會
述
晋
覜
，

k

る
敍p

で
^
る
。
*
軸
を
敍
マ
る
前
m

:
論
的
根
f

な
れ
る 

彼
の
刺
省
遍
を
說
明
す
f

.T
あ
§

は
间
ょ
り
细
者
の
了
知
せ
ゐ
所
で
あ
る
が
此
點
は
他
日
祥
述
す
1

に 

て
述
動
の
み
4>
敍
す
る
¥
ミ
し
た
0

此
點
切
|:
諧
洛
の
御
笕
恕
か
得
垛
き
所
で
め
る
0 

筆
求
は
本
稿
脱
稿
後
ジ
パ
ト
リ
ゾ
グ
の
瑞
四
に
於
け
る
述
動
に
關
す
る
根
ボ
货
料Bcmschli, 
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r
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瑞
西
咏
^
0.
ヰ
が
八
か
ム
ふ
イ
ト
9
ン
グ 

f
l狨 

S 

(
一
)

固
よ
り
共
產
主
義
思
想
は
ヮ
イ
ト
リ
ン
グ
に
依
て
初
め
て
.瑞
西
に
龜
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
ぐ
寧
ろ
其
れ
以
前
に 

溯
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
佛
蘭
西
王
，政
復
古
時
代
に
唱
歌
敎
師VJ

し
て
ゲ
ン
フ
に
滯
在
し
此
地
で
有
名
，な
る
：
o
o
l
l
丨
 

s
p
i
r
l
l

 

pour sgalit，
dite 

de 

B
a
b
e
u
f
-

を
'#
い
た
^

:-
t
r
i
®
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M
i
&
e
l

 

B
U

9B
3
tti 

に
侬
て
夙
に
齋
ら
さ—

た 

も
の
：で
あ
：る
。

C
1)

併
し
乍
ら
瑞
取
に
於
け
る
_共
產
主
義
：運
動
:*
>
新
.生
而
を
開
拓
し
て
、
瑞
西
に
ど
り
て
重
®
な
る
意 

雜
を
持
つ
に
.至
つ
な
の
は
專
&
ッ
イ
ト
ソ
シ
グ
の
活
動
に
：埃
っ

も

の

：で
あ
名
ビ
_

ふ

.
も

^
し
て
過
言
で
は
な
い
。

正
義
者
同ff
l

o1.)

は
先
づ
瑞
西
に
在
住
ず
る

獨
逸
勞
働
考
の
_問
に
共
®
主
義
思
想
を
鼓
吹
じ
、
K
に
瑞
西
よ
b
獨 

逸
本
國
へ
向
げ
宣
俜
ゼ
行
ば
：ん
ビ
欲
し
た
。
ッ
イ
ト
义
ン
■

，
へ一：

「

八
四
0

#
の
，焉

「

此
使
命
.を
播
び
で
、
同
做
本
，
 

部
よ
々
三
十
法
の
旅
行
丰
當
を
受
'け
：て
暫
、
巴
1 8

.を
去
づ
：て
ゲ
ン
ス
に
赴
い
た
が
> 
次
い
で
翌
四
一
年
の
春
、
IE
雜

者
同
»
援
助
の
下
に
共
產
生
龜
者
の
紐
織
を
建
設
す
る
2
!的
で
愈
'$
此
地
に
永
住
す
る
事
ビ
な
つ
た
。
フ
イ
ト
リ
ン

.. 

■ 

.

.

.

.

.

ダ
の
生
涯
を
飾
る
可
き
最
も
活
動
的
な
ろ
端
西
の
共
產
生
義
運
動
は
實
.に
此
：時
に
：.始
ま
，
る
も
の
.
で
あ
る
.。

フ
イ
ト
リ
ン
，グ
の
共
產
主
義
運
動
は
、
辱
く
も
，¥
ン
フ
に
於
い
て
苦
境
に
陷
る
こv

ヒ
な
つ
た
。
夫
れ
は『

靑
年 

獨
逸』

，，D
a
s

 jcnge 

Deutschland 

:
の
餘
勢
尙
ほ
侮
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
づ
た
か
ら
で
あ
る
。
之
よ
り
先
マ 

ダ
ン
政
府
は一

八
三
六
年
八
月
十
一
日
®
民
議
會
の
決
議
に
依
り
：
瑞
西
：に
：於
け
る
秘
密
結
社
に
參
加
せ
る
細
て
の 

亡
命
者
を
國
外
に
追
放
す
る
事
ビ
な
つ
た
。此
厄
に
a

ふ
て
國
外
に
追
放
甘
ら
れ
た
者
、
一
八
三
六
年
八
月
蝕
に
祖
十 

名
を
算
し
て
ゐ
る
。《

三)

.斯
<
て『

靑
年
獨
逸』

の
幹
部
は
瑞
»
よ
ぅ
追
放
せ
ら
れ
、
瑞
8
に
龙
け
る
結
妣
運
勖
は
悉
く

wa.ad

ぐG
e
n
f

等
S

伏
し
て
、
囊

I

I

I

け
て
ゐ
气
此
の
新
I

 

y
ト

^

密
I

I

し
て
し
ま
S

。
ゲ
ン
I

樣

年

獨

逸

直
 

の
I

に
は
挪
れ
|

っ
£

、
勞
働
者
を
#

年
獨
逸』

に
引
き
入
れ
る
に
可
成
4

立
っ
た
。
其
锋 

u
 

B
l

r

及
び
ゲ
ン
フ
S

け
る
獨
逸
敎
會
S

春

f

 

w

i

t部

，，
A

r
b

l
u

,

を
作
っ
た
U
此
俱
樂
部
に
は
初
：I

數
の
端
西
人
が
瓜
入 

か
、
同
俱
樂
部
#

年

證

l

e
囊
的
勢
力
に
'依
I

進
的
政
治
的
I

I

び
る
に
到
る
や
，
彼 

等
は
t

<

l

i

l
 

へ
5

樂
f

盤
し
て
し
ま
っ
ね
。

1

O A
3

0
年
夏
、
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
£

め
：
て

.グ

先

づ

こ

は
れ
た
。
併
し
乍
ら
此
俱
樂
部
I

織
ず
I

歡
の
靑
年
獨
逸
會
員
が
未
だ
に
尙
ほ
共 

チ

n

f

f
 

f

 

m

句
し
て
、
共
產
主
義
0
何

物

管

か

墓

I

，

I

V共産主義に

支
？

.ら 

る
る
こ
I

恐
れ
て
、
之
|

殷
し
た
の
で
、
愛
に
マ
イ
ト
リ
ン
グ
I

し
き
反
讓

U

は
、
勞
働
者
に
對
し
て
、®

案
た
る
共
同
食
事
I

の
S

に
：依
て
年
々
一
萬
四
千
法
s

f

u

i

ul /
ぴ

パ

て

其

I

を
I

部
に
促
が
I

I

部

當

提

案

塞

理

I

が
、
固
i

多
I

翁

 

I

?

職
に
¥

1

此
1

1

1

に
1

4

て
I

編

い

I

し
出
で
た
に
も
不

祁

.
彼
を
遂
に
：管
理
者
に
；選
ば
な
：か
つ

^
0 

■

g

十
i
 

(

I

〕

瑞
西
時
代
？

ル
へ
f

旁

卜

ム

グ 

-
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笫
H
狨 

五
担

共
同
食
事
組
合
は
實
際
：に
於
：い
て
大
規
楔
に
建
設
さ
れ
た
。
然
る
に
此
組
合
會
計
.係
は
寄
荷
者
か
ら
金
錢
を
微
悅 

し
乍
ら
、
少
し
の
支
拂
を
も
な
さ
^

,01

年
後
、
九
千
法
曹
携
へ
て
逐
窗
し
て
し
：法
つ
た
。
_

^

»
の
*

ぐ
，

®

^
 

の
實
際
的
典
產
主
義
的
施
設
は
.不
幸
に
.し
て
踏
跌
し
て
じ
ま
つ
た
、

こ
の
事
は
直
ちi

s

ダ

イ

ト
y

イ
ン
ダ
の
新
p

lt
t
 

を
權
へ
す
理
*
:
$は
な
ら
な
：い
が 

> 
少
く
芒
も
间
志
を
糾
合
す
る
妨
.げ
ど
な
つ
た
_

:

«言
ふ
を
俟
た
な
い
§
.

(
ニ)

, 

_ 

.

勿
論
ヮ
イ
ト
リ
ン

ク
は
勞
働
者
敎
育
俱
樂
部
の
全
會
員
を
悉
く
同
志
に
引
き
入
れ
る
事
は
出
來
な
か
つ
た
。
彼
が 

叙
合
し
得
たiEt:

心

は

食

際

^
數

で

あ

つ

た

- >

の
^
數
の
；同
志
：の
中
特
離
す
可
き
も
の
は>

c
g
u
s
t
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e
c
k
e
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っ
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'
.
.
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, 

'

へ
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'
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' 

'

ア
ゥ
グ
ス
ト
*
ベ
ツ
ヶ
ル
は
へ
/ツ
セ
ン
の
一
收
師
の
乎
ビ
し
て
生
れI

八
W

Q
年
喪
終
始
獨
逸
に
於
け
る
革
命
運 

動
に
參
加
し
、
獨
逸
に
於
け
る
典
和
主
義
運
動
の
發
現
た
る
ハ
ム(

バ
ッ
ハ
祝
祭
事
#
に

は

牧

師

i

a〖

g

ど
共
に 

牛
耳
を
握
つ
た
。
彼
は
’キ
イ
セ
ン
に
一
«
學
生
で
し
てG

e
o
r
g

 

B

csc
h
n
e
r

ど
相
識
'ぅ
、：
彼
の
'感
化
を
受
け
て
社
#
 

7
7
1
%
者
^
な
り
フ
ユ
ヒ
ネ
ル
の
著
に
し
て
^
(̂
5:
%

が
補
訂
せ
し
小
册
?-,, D

e
r

 

hessische

. 

r
a
n
d

rr
o
t
e
, 

erste 

Botschaft, 

Darmstadt, 

i
m

 

N
o
v
e
m
b
e
r

 

Ioo
3

4

>?:
宣
傳
し
た
。
勿
論
本
書
：に
は
社
會
主
義
思
想
が
可
成
明
瞭
に
表 

明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ギ
イ
セ
ン
.の
陰
謀
發
覺
す
ろ
や
、
ベ
ツ
ヶ
ダ
は
，捕
へ
ら
れ
部
餘
の
求
決
蓝
の
後
四
尔
の
刑
に
處 

せ
ら
れ
た
が
«
決
後
直
に
#
赦
の
恩
典
に
浴
し
て
、
,'
'
A-
三
九
年
瑞
西
.に
*

i

®
.f
e

i
 

6勞
«
者
運
動
に
.參
加
し
卿 

記
：

W
c
i
t
z
e
l

ビ
共
に
勞
働
者
敎
育
供
樂
部
を
建
設
し
允
の
で
あ
る
，
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
が
此
地
に
K

る
や
、
皮
は
戲
ぢ
こ 

H

ゾ
.グ
の
北
產
屯
.義
を
容
れ
、彼
^
典
に
ゲ
ン
フ
、
フ
ア
ト
.方
W
に
官
：傅
を
試
み
た
o
' v

ツ
ケ
ル
は
勺
ら
“
越

せ
る
人
々
の
出
心
想
を
據
鶴
し
，
或
は
又
之
を
批
評
的
に
理
解
す
る
能
力
を
有
た
な
か
つ
た
。
彼
の
、
物
は
战
®
こ
ぎ 

み
、
旣
存
0

®
想
を
空
想
的
に
造
ぅ
上
げ
*
他
人
の
思
想
を
平
易
に
、
通
俗
的
に
、
.且
つ
g
め
て
明
快
に
挥
說
す

る
 

非
凡
、の
才
能
を
特
つ
て
ゐ
た
。
彼
が
、
容
易
に
ッ
イ
ト
リ
ン
グ
の
共
產
虫
義
を
容
.れ
た
の
：も
基
等
の
性
質
に
負
ふ
所 

大
て
あ
る
力
併
し
ヮ
イ
ト
リ
シ
ダ
が
思
想
象V

J

し
て
遙
か
，に
彼
に
'凌
駕
せ
る
た
め
で
あ
つ
た
事
を
看
過
し
て
は
な
ら 

な
し
何
は
兎
も
あ
れ
へ
，ッ
ケ
ル
を
同
志
に
#
た
.事
は
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
の
_大
な
る
收
#

で
あ
つ
ク
し
。
0
5

0

5

,

:

.

ク
ン
フ
の
勞
#
者
.敎
育
#
樂
商
に
於
け
る
共
產
主
_
者
>
4装

獨

逸

會

員

ビ

の

-%
機
は
益
<
激
し
き
を
—

遂 

に
间
供
樂
部
は
分
裂
す
る
_

<
な
之
共
產
生
義
者
ボ
脫
2

て
、
率
ら
別
個
の
俱
樂
部
を
鐵
設
す
る
$
ど
な
つ
た
0 

ゲ
ン
フ
に
於
け
る
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
の
典
產
主
義
運
»
は
決
;1
,
て
成
功
せ
し
も
の
で
あ
る
き
霄
ふ
事
は
出
來
な
い
。
ソ 

イ
ト
リ
ン
グ
は
、
併
し
乍
ら
こ
の
不
成
功
に
對
し
て
決
し
て
失
蕻
し
な
か
つ
た
。

ゲ
ン
フ
に
於
け
る
不
成
功
に
引
I

へl
a
d
t

地
方
£

1

ッ
イ
？

シ
グ
S

產
：主
義

 ̂

を
收
め
た
。脒
に
述
べ
た
如
ぐ
共
產
主
義
は
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
.に
：依
.つ
て
始
め
て
觸
西
に
齎
ら
さ
れ
た
も
の
で
ネ
独
ぐ
V 

夙
：に
，佛

隱

：の
王
政
復
古
時
代
に
唱
歌
敎
師
ど
し
て
ゲ
ン
フ
に
滯
在
し
、
此
地
：で
有
I

:
る『

バ
.ベ
ョ
フ
陰
S

I

 

書
い
た
'
f

層

_

、に

依

オ

輕

如

ら

れ

て

自

ァ

ヮ
ア
ト
地
方
の
裕
*
な
る
多
數
の
瑞
西
人
を
同
志
に
得
た
。
是
等
の
人
々
こ
そ
は
ヮ
イ
ト
リ
ン
グ
の
運
動
を
爱
劝
せ 

し
人
々
て
あ
つ
た
。
彼
の
運
動
が
逸
早
ぐ
此
地
方
'に
確
固
た
/一
地
.盤

產

墓

：•
_
霞
 

T
n
_
s

要
素
か
旣
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
勿
論
是
等
の
人
'々
：は
其
社
會
_
地
位
に
_
み
公
然
、
共
產
生
義
の 

笫
：ニ
十一

卷

a

重
ニ〕

菌
時
'代
の
：ヰ
ル
へ
ル
I

イ
ト
”
ンv 

s

s
 

M
C



:
f
l
.十

5

Q

S
;K
H

V
端
西
時
.代
の
^

^
ヘ
ル
す
夕
イ
ト
^
•
ン
グ
_ 

第
三
號 

五
六

宣
傅
に
從
事
す
.る
こ
ミ
奴
出
來
な
か
つ
た
が
却
て
：其
の
た
め
に
運
動
を
有
利
に
導
き
*
向
己
の
政
治
^
勢
ヵ
を
利
侧 

し
て
問
接
に
其
運
動
を
援
助
ず
る
事
が
出
來
龙
。
ヮ
ァ
ト
地
方
は
實
に
是
等
兆
產
屯
義
者
の
根
據
地
で
ぁ
つ
た
。
ッ 

イ
ト
リ
シ
グ
の
典
衰
主
義
が
勢
カ
を
增
大
ず
る
ビ
共
に
、
ゲ
y
フ
、
，ロ
.ォ
ザ
ン

ヌ

、

r

p
&
目

を
^
§

&
に
ッ

イ

，
ト

リ
 

ン
グ
め
影
響
の
下
に
最
初
.0
共
產
；主
_
勞

働

者
俱
樂
部
が.設
；立
せ
ら
れ
，た
。
是
等
の
仉

樂

部

の

存

立

す

る

所

に

は

：又 

食
事
«1
合
が
設
立
：さ
れ
た
;°
-'
.

:

:

:

 

'，
ご

此
時
に
當
つ
て
フ
イ
ソ
ン
グ
の
股
肱V

な
つ
て
其
運
動
.を
助
け
た
も
の
は
鞣
產
入S:

白on 

s
c
h
m

a:t
'.

で
ぁ
つ 

た
。
被
は
相e

r
t
t
e
B
b
e
r
g

の
生
れ
で
、
同
じ
.ぐ
巴
银
の
疋
義
考
同
盟
.：の
會
貫
で
ぁ
つ
た
。
ッ
イ
ト
リ
ン
グ
は
前
述 

の
如
く
グ
ン
フ
の
勞
働
者
敎
育
俱
樂
部
を
北
ハ
康
主
義
に
、引
入
る
.寒
M
出
來
な
か
つ
た
の
で
，
幾
何
も
無
く
之
を
脫
退 

し
て
愛
にS

c
h
m
i
d
t

ど
協
力
し
.て
.ゲ
ン

フ
に
正
義
者
同
盥
.の
瑞
两
支
：部
を
設
立
す
る
：こ

芒

^
な
つ
た
。

.

四〕

,

.

.

.
V
-,
.ベ
. 

.

.

疋
稿
者
同
龆
の
宣
傅
は
初
め
佛
蘭
两
系
瑞
西
ょ
り
漸
次
獨
逸
系
瑞
西
に
推
し
廣
め
ち
れ
た
。
本
同
盟
ば
®
逸
、
佛 

關
西
の
如
く
何
等
結
社
の
自
由
の
箱
在
：せ
ざ
る
諸
國
ご
連
絡
：を
保
つ
必
要
上
、
秘
密
結
社
の
形
態
を
採
る
こ
ビ
ど
な 

つ
た
。
フ
パ
ト
ソ
ン
グ
は
、
最
も
信
猶
す
可
き
且
つ
最
り
活
動
的
な
共
產
虫
義
者
の
み
を
以
て
此
結
社
を
紐
織
し
， 

此
中
央
部
ょ
.
A
、
敎
育
供
樂
部
、
聲
樂
俱
樂
部
.
食
»:
俱
樂
部
等
の
公
認
俱
樂
部
を
指
椰
し
た
。
_

の
供
樂
部
：は 

主
ミ
し
て
本
同
做
の
慕
其
局
す
し
て
役
立
ち
ノ
啓
蒙
ビ
共
產
由
義
的
施
設
；

yj

に
.侬
て
宣
傅
を
促
し
，た
。
共
產
主
義
的 

猶
設
中
> 
最
ぁ
著
し
.き
も
の
は
食
辦
組
合
で
ぁ
つ
た
。
フ
イ
ト
9
ン
ダ
は
是
等
共
產
主
義
者
に
侬
て
設
立
さ
れ
た
勞 

働
者
の
供
樂
部
の
組
織
こ
そ
は
典
逄
主
義
社
會
の
«
型
を
仔
細
.に
示
せ

る

の

み

なら
ず
亦
資
本
主
義
的
無
吹
府
及
び

搾
取
.の

.R
中

に

在

つ
て
«•
*
社
會
■の
®
礎
を
置
{
も
の

で
あ
る
：i

の
容
想
を
堅 

< 信
じ
て
疑
は
な
か
つ
た
。.

^
に
§
ー
 

し
て
、
ソ
ィ
ト
リ
ン
グ
は
、
ブ
ル
V
チ
リ

ィ

の
委
員
會
報
吿，'Bluntschiis K

o
m
m
i
s
s
i
o
n
s
b
e
r

'slt 

;
中
に
發
表
さ
れ
：
 

た
原
稿
の
中
で
次
の
如
ぐ
言
つ
て
ゐ
る
：

『

此
供
樂
部
生
活
は
國
家
に
於
け
る
市
民
ど
政
：治
家
_の
_學
ぶ
べ」

き
.眞
正
の
學
畲
で
あ
る̂

㈡
入
が
歷
史
ビ
實
際
注
活 

に
侬
て
«
ぐ
火
體
だ
け
知

#々

た
も
の
を
茇
で
仔
細
に
耳
つ
て
知
ー
る
事
が3
3冻
又
親
む
べ
き
機
會
を
有
つ0
最
も
火 

膽
な
る
通
>!
1
;
'思
想
を
識
气
'
之
：を
部
分
的
.に
仉
樂
|
|生
活
：に
.實
麻
せ
ん
？
欲
す
_る
：。
佌
點
^
於
い
て
進
沙
思
歡
は
ノ 

特
に
多
ぐ
の
政
治
家
を
訓
潸
す
る
國
家
の
模
範
的
學
舍
で
あ
る
。
政
府
が
法
律
ビ
刑
■
、と
を
以
て
し
て
も
出
來
な
か 

つ
た
も
の
が
、
僧
侶
が
宗
敎
を
以
て
し
て
も
出
來
な
.か
っ
粒
も
の
が
、
兩
親
が
立
派
な
御
宇
本
を
以
て
し
て
も
出
來 

な
か
つ
た
ネ
の
が
ノ
遞
薺
圓
體
が
時
間
ビ
金
錢
ビ
を
犠
牲
に
し
て
も
出
來
な
が
つ
た
も
の
が
'
而
も
大
多
數
の
人

 々

が
不
可
能
だ
ビ
嘲
ぅ®
つ
た
飞
の
が
、
供
樂
部
生
活
で
は
僅
少
必
费
用
：で
，
勞
働
：者
;^
侬
て
成
し
遂
げ
ら
れ
.る
タ
今 

日
紙
に
勞
働
.者
：階
級
が
總
岬
る_
碍
に
反
抗
し
て
、
能
く*
秩
序
：を
整
：.へ
、_莩
樂
.の
平
等
な
：る
分»
を
行
ふ
_
が
埤 

來
る
マ 」

す
れ
ば
、
此
事
實
は
？
逊
等
の
仞
務
が
繼
て
彼
等
に
委
さ
れ
る
こ
ど
に
な
つ
て
も
、
必
ず
立
派
な
勞
働
紐
織 

を
造
6
出
し
、
tt
#

に
洋
々
た
る
將
來
を
與
へ
る
力
の
あ
る
こ
ど
を
示
す
も
の
^
あ
る
。
予
の
_

1
す
る
^

で
は
、 

若
し
全
國
の
紐
織
を
勞
働
階
級
：に
委
ね
る
時
は
、
警
察
’
裁
判
•
华
獄
必
要
な
き
祉
會
が
實
現
せ
ら
れ"
雜
て
が
、 

自
出
蒽
M
气

.物
質
世
#

の
生
活
.に
比
し
て
巡
に
.
.總
て
の
人
々
に
滿
足
を
與̂
.る
莉
秩
序
の
刺
激
ビ
に
依0

T
解
決

せ

、
ら
る
；
る

で

あ

6
ぅ』

(

六) 

：

' 

,
,

^

將
來
の
共
淹
主
義
)1
1
1會
0

模
型
<
y
j:t
て
、
.共
產
主
義
的
似
樂
部
を
設
定
す
る
フ
/ィ
ト
3

シ
グ
の
^

解
は
、
彼
が
tL

第
二
：十
'！卷
，

C

三
五
：五)

；
瑞四時代办キ少ぺ

^
ム
ル
ィ
ト
”
ン
グ 

第
三
.號 

w
'
b



r
ニ *1*;卷

C

三
^
六〕

^
西
時
代
の
ヰ
ル
八シ
ム
，ク
ィ
ト
リ
ソ
グ 

第
三
&内
 

£
{

M

の
疋
義
者
IH
ff
l
lで
辱
ん
/:
财
劫
に
^

源
を
發
し
て
ゐ
る
こ
ビ
は
ー
a
ふ
.を
俟
た
な
い
。
因
に
巴
]1
1

の
1£
1
_者
!̂

脱
で 

は

佛

醫

の

產

的

卷

キ

義

者

殊

に

：Ca
b
e
t

の
见
想
が
.行
は
れ
た
。
力
べ
丨
に
依
れ
ば
.共
產
虫
義
は
、
同
胞
.的
^
 

識

の

宣

俜
.̂
共
產
中
義
的
施
設
に
侬
て
始
め
て
澈
ら
さ
る
、
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
同
煅
1

識
に
弋
ふ
る
、) 

階
級
的
意
識
を
以
て
し
、
«

らI

牛
*

的
ガ
法
を
用
ふ
る
^

に
反
對
せ
し
事
は
フ
ィ
ト
リ
ン
グ
の
遥
か
に
力
ベ
ー
を
a
 

駕
せ
し
働
で
あ
る
せ
去
ひ
得
る(

七〕

.
共
產
主
義
の
浸
澗
ビ
典
に
ク
共
產
主
義
供
樂
部
の
擻
は
樹
加
し
、
か
く
て
疋
_

者
同
盟
の
勢
カ
は
漸
次
グ
ン
フ
、 

ッ
ア
ト 

A
a
r
g
a
u
,

 

Z
o
S
n
g
e
n
,

 

Ziirich, 

w

s'terthur, 

Bern, 

Mul.ten, 

Neufschitel 

V
e
v
e
y
,

 

I
V
T
O
n

 

の

.|
-
3卜ノ

に
扶
«
せ
ら
る
、
事
ど
な
.つ
'た
。
是
等
の
各
地
に
散
在
す
る
會
員
は
、
或
は
：通
信
に
依
り
、
或
は
共
同
宣
導
に
.
^
6 

ソ
ィ
ト
ジ
ン
グ
並
に
和
互
の
連
絡
を
保
つ
て
ゐ
た
，

:

同
^
會
员
の
問
に
ド
ヨ…

な
ろ
‘
ロ
棄
が
用
ひ
ら
れ
ぺ
各
會
員
は
相
互
に
ご
安
單' 

ざ
呼
ば
れ
た
。

正
義
者
ぼ
W

は
新
に
同
避
に
加
入
す
る
者
に
對
し
嚴
格
な
る
誓
約
を
行
は
し
め
た
。
，其
誓
約
文
に
日
く 

『

我
々
勢
®/
者
は
，
他
入
が
飽
衣
暖
食
し
て
ゐ
る
の
に
獨
6
窮
乏
に
甚
し
み
な
♦か
ら
、怠
惰
者
の
た
め
に
勢
働
す
る 

事
に
は
到
倒
倦
々
し
た
。
我
々
は
利
己
主
義
溝
の
た
め
に
、

こ
れ
以
上
の
脈
？

被

赢

く

な

い

。
最
も
多
數
の
而 

ぢ
敬
ら
布
)[
]
な
る
階
級
を
、隋
落
，g

2
、
蔑
視
、
無
知
の
た
め
に
苦
し
め
、
勞
働
階
級
の
虫
人
た
ら
し
む
可
き
手
段
を
、 

獨
卜
少
數
漭
に
與
ふ：

る
が
如
き
法
#

は
最
早
®

人
の
尊
敬
す
る
所
で
は
な
い
。
我
々
は
自
11
]

(£
な
り
度
い
、
そ
し
て 

地
上
の
緦
て
の
人
類
が
我
々
5
同
様
に
向
1)
:
1な
る
生
活
を
營
み
、
他
人
以
上
に
善
：く
も
、
恶

く

も

见
.1
れ
す
、
慰
て 

の
人
間
か
凡
て
の
苦
惱
、
艱
難
、
歡
菸
、
莩
樂
を
共
に
頒
つ
こ
ど
即
ち
*
同
生
活
.を
營
む)

レ
ビ
を
欲
す
る
。
.器
は
我
々

S
希
留
を
同
じ
ぅ
す
る
か
。
我
々
は
此
目
的
の
た
め
に
一
つ
の
結
||
:
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
此
結
社
は
秘
街
站 

«
の
形
式
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'0
之
は
公
然
の
結
祉
を
す
れ
ば
敵
0
た
め
に
迫
害
"
破
滅
の
悲
運
に
遭
ふ
樣
な
國 

N
々
で
も
之
に
依
つ
て
充
分
我
：々
の
噴
足
を
伸
ば
す
事
が
出
，來
る
か
ら
で
あ
る.

0

會
發
で
討
騎
さ
る
る
總
て
の
^
件
に 

;;
關
す
る
秘
密
嚴
守
、
同
誠
の
觔
靜
に
_
す
る
秘
密
嚴
守
は
各
會
員
の
遵
奉
す
可
刍
緊
耍
事
件
で
あ
る
。
恶
は
我
々
ど
兆 

に
此
點
を
承
認
す
る
か
。
會
議
に
は
誠
章
を
以
て
®
み
、
业
む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
、缺
席
せ
ざ
る
の
義
務
が
あ
る
。
 

,君
は
^
雜
務
を
約
來
で
.き
る
か
。
入
#
員
は
總
て
同
盟
の
典
|»
|
金
庫
に
月
々
得
金
し
、
少
く
ど
も
新
聞
ご
S
れ】
J

O
 

. 

G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
-

を
豫
約
懸
陳
す
る
こV

、

君
は
又
か
、
る
犠
牲
：を
拂
ふ
事
が
出
來
る
か
。
我
々
の
同
志
が
失
職
し
、 

■;
'

W

Aせ
し
場
合
は
、
彼
に
代
つ
，て
彼
の
月
々
の
會
费
を
支
拂
ふ
こ
ビ
。
君

a
此
事
に
も
何
鹄
の
異
稆
無
き
か
。
我
 々

ク
'f:
務
は
&
大
に
む
て
我
々
の
敎
雜
に
對
し
、
多
數
の
同
志
を
引
入
れ
、
之
を
同
««
に
加
入
せ
し
む
る
(:
在
る
。
 

し
か
、
る
^
合
に
は
常
に
、
翁
織
の
^
に
つ
い
て
气

運
動
の
辦
に
も
惯
れ
た
最
も
敎
養
め
る
人
々
の
指
探
を
仰 

:

ベ
こ
ビ
。
^
は
こ
の
跑
に
於
い
て
も
亦
君
の
活
動
ど
誠
意
ど
を
示
す
こ
ど
を
欲
す
る
か
。
.會
員
は
旅
行
に
先
て
> 
旅 

行
す
6
皆VJ

其
目
的
-
を
監
督
者
に
佐
知
し
9
町
に
滞
#

し
て
八
日
以
內
に
、
，1?
!
分
0
歸

脎

せ

る

，，.
G
e
m
e
i
n
d
e

み 

に
^
:げ
を
知
ら
せ
る
こ
ど
、
此
點
君
も
興
#
は
あ
る
ま
い
。
行
ぐ
先
何
處
で
も
會
«
を
引
き
入
れ
ごO

e
m
e
i
n
d
e

 

^

や
供
樂
部
を
造
-
^
鄭
躇
を
質
ひ
へ
我
々
の
敎
義
を
高
聲
に
、
公
然
に
宣
傅
す
る
こ
ど
を
拒
ま
ざ
る
か』

0
0

 

8

の
霊
を
高
聲
に
讀
了
し
た
後
に
、
入
會
者
は
之
に
關
す
る
秘
密
嚴
守
を
臀
ひ
其
氏
名
を
名
簿
こ
嘗
入
れ

會
與
は
又
同
1^
§
約
を
遵
守
す
、べ
き
^
§
務
を
有
す
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば『

各
會
員
は
.奢
侈
を
避
け
、
享
樂
の
中
»

第
二
十I

卷

(

H
五
七)

端E
t

代
の
ヰ
か
へ
r

‘
Aィ
ト
ク 

s

s



第
二
十I

#

 

(

三
：九
八

)

四
時
代
：の4
叱
へ
か
<
*.
タ
イ
ト
リV

グ

f

l

s
六
o'

S
4
t
f
同
志
の
弱
點
に
對
し
て
は
寬
大
に
、
#
員
の
醜
.聞
を
湮
滅
し
、
：同
盟
の
敎
義
を
ロ
®
宣
傅
し 
>
.書
籍
を 

普
及
し
、
住
居
移
轉
の
際
は
豫
め
其
辟
を
同
盟
に
通
吿
し
' 
共
產
主
義
宣
傅
費
ど
し
て
月
々
少
«
の
»
金
を
な
す
べ 

き
義
務
を
有
す
る』

(

九)

(

五)

同I
I

の
中
心
勢
力
を
成
せ
.る
も
の
；は
手
エ
業
靑
尔
、
特
に
其
の
大
部
分
は
全
く
獨
逸
手
エ
業
靑
布
で
あ
つ
た
。
ソ 

，イ
ト
リ
ン
グ
に
次
い
で
本
同
监
の
|1
|十
出
せ
る
圆
士
は
前
記A

u
g
u
s
t

 

B
e

-Oker, 

s
i
i
n

 .
s
c
h
m

olt

の
他
、sebastl.an 

Seiler

及
びA

l
b

!

で
あ
つ
た
。
彼
等
は
何
れ
も
7
イ
卜
リ
ン
グ
の
:[
1
:ハ.產
ボ
義
の
熱
心
な
：る
信
泰
者
で
あ
6
、
彼 

め

有

力

な
る
協
同
，

で
あ
つ
た
。

Sebastian Seiler

は
シ
ユ
レ
ジ
ャ
の
S

CT
3

に
.生
れ
、
！>
的
1

&
の
脊
記
で
あ
つ
；た
瑞
西
に
赴
き
，，
s
e
b
a
s
d-
.
s
o 

R 

な
る
^
名
の
下
に
民
キ
^
義
的
傾
向
を
賓
す
る
幾
多
の
論
文
を
著
し
た
。M

s
t
e
n

に
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
ミ
識
る
に
及 

ん
で
民
主
生
義
を
棄
て
て
典
產
生
義
を
奉
す
る
に
到
つ
た
。
彼
：は
：此
地
で
共
產
中
：義
の
た
^
に
一
一
つ
の
小
肌
子
を
讲 

I
V 

/ 

W
l

</
Q
c
n
t
u 
日 in 

GGik.hr: 

O
d
e
r

 

wa-s.habcn.

0
s
.
t
s
c
h

5r
n
d
' 

u
n
d

 

die 

S
c
h
w
e
i
z

 

v
o
m
.

 

JC
0

3
m
l

3

3 .srnus 

g r
v
e
3
§

r
t
g
l
a
u
b
3

 

z
u

 

f

circhten ?
-

並

に

，，
Krleg, 

z
w
f
s
c
h
e
p

 der 

S
c
h
w
e
i
z

 

§
d 

F
r
a
n
k

 reicH 

i
m

 

Jahre 
2

00 

3 
ン
• Ve

r
u
r
s
a
c
h
t

 

durch: d
u
e

 

schar.ze, 

einen 

S
p
i
o
n

 

u
n
d

 

die 
b
e
m
i
s
c
h
e

 

A
r
L
s
t
o
k
r
a
t
n

 

之
で
あ
る
0

A
l
b
r
e
c
h
t

は
ザ
ク
セ
ン
の
'Al

t
l
r
g

 

.に
生
れ
、嘗
て
獨
逸
の
政
治
的
陰
謀
に
坐
し
て
六
年
間
、
投
獄
せ
ら
れ
た 

が
、
獄
中
は
輿
ら
if
e
書
を
耽
讚
し
た
U
刑
期
を
終
え
て
二
八
四
ニ
年
瑞
西
に
來 
>
、

フ
イ
ト
リ
ン
グVJ

相
-識

る
に
及 

び
彼
の
共
產
主
義
を
舉
t
る

.
こ

ど
.

V」

な
つ
た
。
彼
は
自
ら『

豫
言
者』

t
號
し
b
共
齑
生
義
の
新
;»

音
を
說
ぐ
|:
好
，レ
.

て
舊
約
全
書
の
語
句
を
以
て
し
た
。
彼
は
主
ざ
し
て
瑞
西
の
，北
方
及
.'び
東
部
に
於
•^
.て
共
淹
来
義
-の

宣

傅

に

從

っ

た

.。 

彼
に
.は
幾
多
の
著
書
か
.■め
..る
。

こ D
a
s

 

Zlel 

im:..Rosenl.i.chte, 

efn3..Mallnung.:. a
n

 

die 

.
wil.hel

日
'Te

l
l
s
u
n
s
m
'
r

o

Zeit/

へ
 

D
a
s

 

Baldige 

W
i
e
d
e
r
s
e
h
e
n

 

a
m

 

Altare 

der 

Freiheit 

(Festqedlcllte v
、

ド Di
e

 

wiederherstellunQ 

des 

Reiches 

zioll、
D
e
r

 

A
u
f
r
u
f

 art 

die 

F
r
a
u
e
n

 welt 

:
等
は
何
れ
もf

八
四
ニ
^
の
：著
作
で
あ
ぅ
、
翌
四
三
部 

に
は 

„

 D
i
e

 

H
e
r
a
u
s
f
o
r
d
e
r
u
n
g

 

der 

Priesterwelt

ニ
の
著
^
め
る
。

S

,

.

.正
義
同
盟
の
組
織
や
仉
樂
部
に
依
る
宣
傅
に
次
い
で
ゾ
イ
ト
リ
ン
ダ
は
宣
傅
の
方
法
を
主V

J

し
て
印
刷
物
に
求
め 

た
。

•

ソ
イ
ト
リ
ン
グ
は
興
の
第
二
：着#
ビ
し
て"

一
八
四
一
.年
九
月
、
&
里
及
び
偷
敦
の
正
義
者
同
盟
並
に
"
窃
に
彼 

の
敎
義
に
共
鳴
せ
る
ソ
ァ
ト
地
方
の
少
數
知
名
の.士
の
援
助
を
受
け
..て

p
d
3

.Kn
f
p

しf
a
e
.
r
. 

d
e
u
t
s
c
h
s

 

J
u
g
e
n
d
。 

ミ
題
す
る1

月
刊
*
誌
を
ゲ
ン
フ
に
於
い
て
剑
刊
し
た
。
本
誌
は®;
に
創
刊
の
當
初
ょ
り
ズ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
解
放
を 

0
t.>/J

し

Rb
fc
的
.
^
を̂
强
歇
し
た
。
本
誌
の
够
筆̂

は
主
ビ
し
て
ソ
イ
ド.
；
 ̂

.

ン
、グ
向
*
'
.で
あ
つ
た
。
ソ
イ
ト
ジ 

シ
グ
は
本
誌
創
刊
號
に
於
，い
て
同
誌
の
綱
，領
を
熾
.烈
な
る
語
酬
を
以
て
述
べ
て
ゐ
る 

『

我
//
獨
逸
勞
働
者
も
亦
進
％

の
た
め
に
精
進
す
る
人
々
の
隊
伍
に
加
は
k
度
い
，
我
：々

も
亦
人
類
の
、»:
福
ゼ
不 

幸
を
議
す
る
公
典
の
會_
に一

恶
を
持
ち
た
い
。
何V」

な
れ
ば
、
身
に
ブ
グ
ゥ
>
>
%
:
ャ
ツ
ケ
 

>キ
ツ
夕
ル
、力
ツ
ぺ
を 

符
け
た
國
民
た
る我
々

は
V

舯
の
與
え
た
廣
き
地
上
に
.存
在
する
最
も

多

數

最

も

有
B

な
る
.、
最
も
有
力
な
る
人 

■
/:
•
•炉
ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
我
々
の
利
益̂
.最
も
能
く
知
.れ
杏
も
の
'で
’
の
^

羅̂
甸
的
"
希
觀
的
：，藝
術
的
表
現
を
藉

热
二
十1

怨

(

三
五
九
V

^

酣
時
代
..の
4
;̂
へ
ル
ム
.
*
ド
イ

ト
V

ン

グ

m

H

m

六
：I



笫
ニ
十一

岱

C

三
六
〇

〕

端
四
時
代
の
キ̂へ
;̂
ぐ
ダ
イ
ト
リ
ン
グ

 

0
§ 

六
ニ

冬

，t

f

立
派
な
獨
逸
語
で
、
我
々
の
苦
惱
'の
存
ず
る
所
、事
理
0
存

す

る

所

を

表

明

し

得

る

の

事

實

'を
世
人
に
說 

得
す
る
た
め
に
、
我
々
並
に
人
類
の
祉
福
の
た
め
に
叫
び
度
い
の
だ
。
我
々
も
亦
1
悪
を
有
ち
度
い
。
何
^
な
れ
.ば 

我
々
は
十
九
世
紀
に
生
を
享
け
.て
未
だ
曾
て
之
を
得
た
事
が
な
い
か
ら
我
々
も
亦
我
々
を
世
人
に
理
解
さ
す
た
め 

に
輿
論
に
一
翦
を
持
ち
度
い
。
何
ど
な
れ
ば
世
人
は
今
日
：に
至
る
ま
で
殆
んW

常
に
我
々
を
誤
解
し
て
ゐ
る
か
ら
。
 

我
々
も
亦
1

Mを
持
ち
度
い
、
そ
し
て
之
に
依
づ
て
我
々
は
我
々
の
抑
へ
ら
れ
た
心
に
喜
び
を
與
ぇ
"
權
カ
者
の
瓦 

に
我
々
の
正
し
い
不
平
.を
聞
か
せ
て
や
り
度
い
。
：
：
總
て
の
人
々
の
利
益
に
彼
觸
す
.る
個
人
の
利
益
を
排
し
て
" 

唯
ー
人
お
も
除
外
す
る
こ
:̂

無
き
萬
人
の
利
益
：を
提
唱
す』

2
〇)

::
愛
に
フ
イ
ト
リ
ン
グ
は
、
單
に
共
和
主
義
運
動
に
終
始
す
る

『

靑
尔
獨
逸』

の
純
然
た
る
政
治
的
念
進
主
義
を
排
し 

て
，
金
勞
働
階
級
の
同
胞
提
携
ど
公
然
の
宣
傅€
を
以
て
全
人
類
解
放
の
必
然
的
前
提
ぞ
認
め
て
ゐ
る
。

當
時
ソ
イ
ト
リ
ン
グ
の
た
め
に
®

{
共
產
主
義
の
猶
說
'を
受
け
た
著
名
な
る
獨
逸
の
文
學
者Karl 

G
l

o
w

は 

-
八
四
ニ
尔
H

A
十
八
日
の『

b

M

a信』

の
中
で
偶
i
本
誌
に
就
て
次
の
如
く
語
つ
て
ゐ
る
。——

,
:

『V

 Bitten,

. 

B
e
t
t
d
f

 F
e
c
h
t
s

 
:
,
ビ
題
す
る
論
文
を
見
れ
ば

"
當
時
の
旅
職
人
の
狀
態
が
窺
は
れ
る
。
ッ
イ
ト
リ 

シ
グ
は

»
中
で

。

* &
0
C
,
憲
兵
ビ
盜
賊
に
追
は
れ
て
大
道
を
遍
歷
む
た
双

*
人
の
窮
迫
を
手
に
取
る
樣
に
鮮 

か
に
描
い
て
ゐ
る
。

•
;
•フ
イ
ト
リ
ン

V

が
勞
働
階
級
の
貧

®

5
沈
&
と
を
描
い
て
ゐ
る
部
分
の
敍
述
は
"
勿
論
多 

少
矛
盾
も
め
り
、

'佘
ク
に
感
情
に
流
れ
て
ゐ
る
嫌
は
あ
る
が
、
併
し
注
目
の
價
値

.が
あ
る

"
本
誌
'の
中
で
最
も
車
れ 

た
論
文
は
勿
論

，，.Paris 

i
m

 

Jahre 

2
0

0
0

6

で
あ
る
。
こ
の
長
論
文
は
取
々
分
け
機

#
あ
り
、
才
氣
に
溢
れ
、
そ
の 

上
文
蹬
ネ
全

<
美
»
で
あ
る

"
恐
ら
く
ソ
イ
ト
リ

V

ダ
の傘

. ：

4
成
れ

.る
も
.
0で
..あ
ら
5
。

そ

れ

に

相

違

な

い

』

ベ一

-*〕

本
詰
の
a
營
狀
隞
は
細
何
で
あ
っ
た
か
。
之

(;
就
い
て
は
ブ
ィ
，ト

リ

ン
グ
♦か
一
八
五
0
年
踩
米
後
«
刊
，し
た
：
ヴ
矿 

R
e
p
u
b
l
i
k

 

der 

Arbe.iter 

A
に
發
表
し
た
一
秫
の
自
敍
傳
ビ
も
見
る
可
き
一
文
の
中
に
窺
ふ
事
が
出
來
る
。
姑
く
^

記
す
る
所
を
摘
記
す
る
-
--
.

『

一
八
四
ー
年
の
秋
^
ぎ

Hilfruf der 

d
e
u
t
s
c
h
s

 

J
.
u
g
s
d

ご

ふ

題

す

る

j
w
w雜
誌
を
起
し
た
。

.
同
誌

は
最
初
の
年
に「

千
名
の
»

讀
者
を
得
た
。
其
の
中
四
西
名
は
巴
览
の
購
讀
卷
で
あ
う
、
百
名
は
偷
敦
で
あ
っ
た
。 

觅
も
例
收
支
相
償
つ
た
の
で
啟
分
は
|>
}'
)認
の
賣
：捌
き
に
別
段
心
を
煩
は
す
事
は
'な
か
つ
た
。
自
分
は
其
傍
に
臌
業
を 

有
つ
て
ゐ
て
、
常
時1

週
間
で
三
十
乃
至
四
十
法
を
得
て
ゐ
た
。
本
誌
の
收
入
が
相
當
這
入
っ
て
來
た
の
で
®
分
が 

I

専
ら
同
誌
の
事
に
當
つ
て
ゐ
て
も
い
い

位
で
あ
つ

た

。

自
分
が
裁
縫
職
を
罷
め
る
様
にV

J

? {

三
巴
]&
か

ら

催

促

.を

受
 

け
た
が
、
自
分
が
ゲ
ン
フ
か
ら
追
放
さ
れ
る
事
に
な
づ
た
の
で
、
愈〜

罷
め
る

決
心
を
し
た
。
否
そ
う
せ
ざ
る

を
得 

な
か
つ
た
の
だ
。
同
誌
を
挺
に
ベ\

 

X

で
續
刊
し
た
が
、
愛
f

常
«

の
爲
め
に
補
純
さ
れ
そ
う
に
な
つ
た
め
で
、
 

襲
樂
を
•っ
け
る
半
時
間
前
に
之
ギ
聞
き
傅
へ
て
"
丁
度
印
刷
し
た
許
り
の
ニ
册
を
携
へ
て
ヮ
ァ
ト
に
逃
れ
た』

a

 

5

s

.

:

一
八
四
一
$

一
 

月
ソ
ィ
ト
タ
ン
グ
は
<

§
$

に
行
つ
た
。
'此
地
に
は
旣
に
共
產
主
義
供
樂
部
が
設
立
せ
ら
れ
て 

ゐ
た
。
彼
は
此
處
で
前
記
，
，

b
e
r

 

Hilfruf der 

d
s
t
s
c
h
e
n

 J
u
g
s
d

 

;
を
新
に
，
，

D
i
e

 j

目ge 

Generation 
:
な
る
表

題
の
下
に
續
刊
す
る
•
こ
^
ミ
な
つ
た
"

ソ
ィ
ト
リ
ン
グ
は
本
誌
に
幾
多
の
所
說
を
發
表
し
て
、
成
は
反
對
者
の
迷
妄
を
®
し
、
或
は
自
說
に
對
す
る
論
雛

第
二
十一

卷

Q
H
ハ
1)

瑞
西
時
代
の
4
ゲ
へ
少
<
*
リ
ィ
ト
リ
ソ
グ 

第
三
號 

六
三



第
二
十5
 

(

三
六T

J
)

瑞
西
時
代
の4
ヴ
へ
ル
ム
*
タ
ィ
ト
リ
ジ
グ

 

S

5
 

六
四

に

應

へ

、

M
に

自

說

0
完

成

に

努

め

た

。

愛

は

細

に

彼

の

圆

熟

じ

<?
.v;
あ

各

想

猶

並

に

彼

の

逢

箸

，
，

G
a
l
e
n

 d
e
r

 

H
a
r
m
o
l

 

I

.

F

r

t

h

l

の

中

に

表

明

せ

ら

れ

允

る

思

想

結

襁

の

一

端

を

郇

ふ

事

が

出

來

る

。

本
誌
は
鏡
に，，

©
e
r

 

H
i

m

 d
s
t
s
c
h
e
n

 

J
u
g
e
n
d
。

眞

H

當

時

何

ほ

置

：的
，
共
和
主
義
的
性
質
を
命 

て
ざ
る『

靑
年
.獨
逸』
の
激
し
き
攻
擊
に
遇
ひ
、
彼

等

の

た

め

に

'

|

!
0

|

|

§

 z
e

f

 
,
管

で

'

為

者

た

、
無

置

な

S

•醤

を

受
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献
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#
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勞

働
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供
樂
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後
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筍
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卿
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生
れ
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之
等
®
俱
樂
部
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勞
働
者
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樂
俱
樂
部
め
名
に
匿
れ
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龙
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宣
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尔
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猶
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蛋
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植
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；
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仉
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狩
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澉
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ユ
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鶴
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梁
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潔
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又
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世
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